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＼  た ん ぱ く 尿 特 集  ／

　 健 康 診 断 で 「 た ん ぱ く 尿 」を 指 摘 さ れ た こ と は あ り ま せ ん か ？

尿 が 異 常 に 泡 立 っ て い る な と 気 づ い て い て も 、 特 に 体 調 に

変 化 が な い た め 、 つ い 受 診 す る の を 忘 れ て し ま う と い う 方 が

よ く い ら っ し ゃ  い ま す 。

　 た ん ぱ く 尿 の 原 因 に は さ ま ざ ま な 疾 患 が あ り ま す 。 自 覚 症

状 が な い ま ま 、 気 が つ く と 透 析 が 必 要 に な る 寸 前 と い う こ と も

あ り ま す の で 注 意 が 必 要 で す 。

　 今 回 は た ん ぱ く 尿 に 関 す る 病 気 に つ い て 説 明 し ま す 。

済 生 会 唐 津 病 院  情 報 誌
ご 自 由 に お  持 ち 帰 り く だ さ い 月 号1 2
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イ ン ス タ グ ラ ム

　 腎 臓 は 体 に 溜 ま っ た 毒 素 と 水

分 を  排  泄 し 血  液 を き れ  い  に す る 、

い わ ゆ る 「 ろ 過 」 の は た ら き を

持 っ て い ま す 。 腎 臓 の 内 部 に は 約

1 0 0 万 個 の 「 ネ フ ロ ン( 右 図 ) 」 が

集 ま っ て お り 、 こ の  一  部 を  担 っ て

い る「 糸 球 体 」 で ろ 過 が 行 わ れ て

い ま す 。 そ の 他 に も 、 血  圧 を  調  整

し た り 赤  血  球 を  作 る ホ ル モ ン を

分  泌 し た り す る 役  割  が  あ り ま す 。

腎 臓 の し く み と 役 割

Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 っ て ど ん な 検 査 ？

健 康 診 断 で た ん ぱ く 尿 と 言 わ れ た ら

内 科 医 員

今 月 の 先 生

安 田  勇
や す だ ゆ う

所 属 学 会 ・ 資 格
監 修

副 院 長 兼 内 科 部 長

千 布 　 裕

日 本 内 科 学 会

腎 臓

膀 胱

ボ ー マ ン の う

尿 細 管
尿

原 尿糸 球 体

1 血 圧 を 調 整 す る 2 血 液 を き れ い に す る

3 尿 を つ く る 4 赤 血 球 を 作 る ホ ル モ ン を 分 泌 す る

ネ フ ロ ン
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た ん ぱ く 尿 と は

　 た ん ぱ く は 体 に 必 要 な 成 分 で す 。 普 段 は 体 か ら 出 て い か な い よ う に な っ て い ま す が 、 糸

球 体 の 炎 症 な ど 腎 臓 に 病 気 が 起 き る と 血 液 を ろ 過 す る 機 能 が 低 下 し 、 間 違 っ て 尿 に た ん

ぱ く が 出 て い き ま す 。 そ し て 、 た ん ぱ く が 腎 臓 を 通 過 す る こ と で 腎 臓 に さ ら に 負 担 が か か っ

て 病 気 の 進 行 を 早 め て し ま い ま す 。

た ん ぱ く が 出 る 主 な 原 因

　 風 邪 や ス ト レ ス 、 運 動 、 生 理 、 急 に 立 ち 上 が っ た 時 な ど さ ま ざ ま な 要 因 で た ん ぱ く 尿 を

認 め る こ と が あ り ま す 。 こ れ ら の 原 因 が 疑 わ れ る 時 に は 経 過 観 察 と な る こ と が 多 い で す が 、

以 下 の 症 状 が あ る 際 に は 注 意 が 必 要 で す 。

　 糖 尿 病 、 高 血 圧 は 腎 機 能 を 長 い 時 間 か け て 低 下 さ せ ま す 。 透 析 が 必 要 と な る 原 因 の

大 部 分 は こ れ ら が 原 因 し ま す 。 数 年 や 数 十 年 か け て ゆ っ く り と 腎 臓 が 悪 く な っ て い く の で 、

普 段 か ら の 血 糖 管 理 、 血 圧 管 理 が 大 事 に な り ま す 。

血 液

尿
老 廃 物

た ん ぱ く 質 赤 血 球老 廃 物

血 液

た ん ぱ く 尿

壊 れ た
毛 細 血 管

血 尿

老 廃 物 が た ま る

食 欲 不 振
食 欲 低 下 高 血 圧

体 重 の
急 激 な 増 加

息 苦 し さ 糖 尿 病
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令 和 6 年 1 2 月 現 在

月

―冬 野  誠 也

火

櫻 井  裕 子午 前

水 木 金

― 岡 田  美 月

腎 臓 内 科 外 来 診 療 担 当 医 表

そ の ま ま 放 置 し て し ま う と …

　 腎 機 能 が 徐 々 に 低 下 す る と 末 期 腎 不 全 の 状 態 に な り ま す 。 体 内 の 毒 素 や 老 廃 物 、 余 分

な 水 分 を 排 泄 で き ず に ど ん ど ん た ま っ て し ま う 状 態 で 、 や が て 命 に か か わ り ま す 。 そ の よ う な

状 態 に な る と 内 服 薬 だ け で は 改 善 は 難 し く 透 析 療 法 を 考 慮 し な け れ ば な り ま せ ん 。

進 行 を 抑 え る た め に

　 自 覚 症 状 の な い 初 期 の 慢 性 腎 臓 病 の 段 階 で は 食 事 療 法 が

中 心 と な り ま す 。 塩 分 制 限 や た ん ぱ く 質 制 限 な ど が 必 要 な こ と も

あ り ま す 。 ま た 、 高 血 圧 治 療 や 糖 尿 病 治 療 は 腎 機 能 の 低 下 を 抑 え

る た め に と て も 大 切 で す 。 そ の ほ か に 、 た ん ぱ く 尿 の あ る 慢 性 腎 臓

病 の 患 者 さ ん に 投 与 す る こ と で 腎 機 能 の 低 下 を 緩 や か に す る 薬 剤 も 見 つ か っ て い ま す 。

早 め の 受 診 を

　 腎 機 能 は 年 齢 を 重 ね る に つ れ て 衰 え て い く も の で 、 一 度 ダ メ ー ジ を 受 け る と 元 に は 戻 り ま

せ ん 。し か し 、 普 段 の 生 活 や お 薬 で 腎 臓 の 機 能 低 下 ス ピ ー ド を 抑 え る こ と が で き る 可 能 性 が

あ り ま す 。ど の よ う な タ イ プ の 腎 臓 病 か 調 べ る こ と で 早 期 か ら 治 療 が で き ま す の で 、 健 康 診 断

な ど で た ん ぱ く 尿 や 腎 機 能 の 低 下 を 指 摘 さ れ た と き に は 早 め の 受 診 を お 勧 め し ま す 。

　 ま た 、 慢 性 腎 臓 病 を 放 置 し て い る と 何 ら か の 病 気 を き っ か け に 急 性

腎 障 害 と な り 、 透 析 治 療 が 必 要 と な る こ と も あ り ま す の で 、 放 置 せ ず に 専

門  医  を  受  診  し ま し ょ う  。

　 食 欲 不 振 、 息 苦 し さ 、 体 重 の む く み は さ ま ざ ま な 原 因 で 起 こ り ま す が 、 腎 機 能 が 低 下 し た

際 に も 起 こ り ま す 。 尿 の 量 が 少 な く な る こ と や た ん ぱ く が 体 内 か ら 減 る こ と で 体 に 水 分 が

た ま っ て し ま い 息 苦 し さ を 感 じ た り 、 毒 素 が 体 か ら 抜 け な い こ と で 食 欲 が わ か な い こ と が

あ り ま す 。 そ の 際 に は 内 服 を 開 始 す る 必 要 も 考 え ら れ ま す の で 、 早 め の 受 診 を お 勧 め し ま す 。
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　 当 院 の 放 射 線 技 師 が 放 射 線 科 の 検 査 に つ い て 解 説 し ま す 。

第 6 回 目 は 「 M RI 検 査 」 に つ い て で す 。

放 射 線 科

の 検 査 ⑥

　 M RI 検 査 は 、 強 い 磁 力 を 使 っ て 体 内 の 状 態 を 断 面 像

と し て 映 し 出  す 検  査 で す 。 金  属  に 反  応 し て し ま う た め  、

下 図 の よ う な も の を 身 に 付 け た り 体 内 に 入 っ て い た り す る と 、 正 確 な 検 査 が で き ま せ ん 。 そ の

た め 、 検 査 前 に 問 診 を 行 い 、 金 属 類 を 身 に 付 け て な い か 、 手 術 歴 が あ り 体 内 に 機 器 や 金 属 が

入 っ て い な い か を 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。

M RI 検 査 で 注 意 す る こ と

M RI 検 査 を 受 け る と き に 室 内 に 持 ち 込 め な い も の

M RI 検 査

※ 最 近 は M RI に 対 応 し た も の も 多 い の で 、 検 査 の 際 に 医 師 や ス タ ッ フ に ご 相 談 く だ さ い 。 な か に は 検 査 前 後 に 設 定 が

必 要 な も の も あ り ま す

● ペ ー ス メ ー カ ー ※

● 眼 鏡

● 鍵

● ピ  ア  ス ・ イ  ヤ  リ  ン  グ

● 磁 気 カ ー ド

● エ レ キ バ ン● 入 れ 歯

● ネ ッ ク レ  ス

● ヘ ア ピ ン

● 腕 時 計

● 携 帯 電 話

● カ イ ロ

● 植 え 込 み 型 除 細 動 器 ※ ● 人 工 内 耳 な ど の 金 属 機 械 ※
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　 安 全 に 検 査 を 行 う た め に 、 検 査 前 の 問 診 に ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

他 に も 何 か 疑 問 が あ れ ば 、 お 気 軽 に 放 射 線 科 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

診 療 放 射 線 技 師 　 福 島 善 弘

こ ん な も の に も 金 属 は 含 ま れ て い ま す

◎  入  れ  墨  、 ア ー ト メ イ ク

　 入 れ 墨 は 金 属 が 含 ま れ る 場 合 が あ る た め 、 火 傷 や 絵 柄 が 崩 れ る 可

能  性  が あ り ま す 。 眉 や ア イ ラ イ ン な ど の 「 ア ー ト メ イ ク 」 も 同  様 で す 。

⇒ 検 査 を さ れ る 場 合 は 、 問 診 時 に 同 意 を と ら せ て い た だ き ま す 。

◎ ア イ ラ イ ン 、 マ ス カ ラ 、 フ ァ ン デ ー シ ョ ン な ど の 化 粧 品

　 ア イ ラ イ ン 、 マ ス カ ラ 、 フ ァ ン デ ー シ ョ ン な ど に は 磁 性 体 が 含

ま れ て い る も の が あ り 、 火 傷 を す る 可 能 性 が あ る た め 検 査 前

に 落 と し て い た だ く 場 合 が あ り ま す 。 化 粧 セ ッ ト を 持 参 さ れ る

と 便  利 で す 。

◎ 糖 尿 病 患 者 向 け グ ル コ ー ス モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム （ リ ブ レ な ど ）

　 腕 や 腹 部 に セ ン サ ー を 貼 っ

て 血 糖 値 を 測 定 す る 機 械 で

す 。 検 査 時 に は 外 し て 検 査 を

行 い ま す 。

当 院 の 理 念

済 生 会 創 立 の 精 神 を 尊 重 し

“ 健 康 へ の 願 い ” に

「 良 質 の 医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス 」と

「 ま ご こ ろ  」 で  応  え る

基 本 方 針

唐 津 病 院 は セ ン タ ー 理 念 の も と

「 急 性 期 医 療 を 中 心 と し た 病 院 機 能 を 担 う 」

地 域 社 会 と 密 接 に 連 携 す る

職 員 の 向 上 心 を 促 し 成 長 を 支 え る

安 全 で 根 拠 に 基 づ く 医 療 を 提 供 す る 　

患 者 さ ん を 多 面 的 に 支 援 す る

1.
2.

3.
4.
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イ ン ス タ グ ラ ム を 始 め て ２ 年 が 経 ち ま し た

　 済 生 会 唐 津 病 院 の 公 式 イ ン ス タ グ ラ ム を 始 め て 2 年 が 経 ち ま し た 。「 当 院 を 知 っ て

も ら う ・ 身 近 に 感 じ て も ら う 」 こ と を 目 的 に 発 信 し て い ま す 。 こ の 1 年 で 投 稿 し た も の

の な か か ら 「 い い ね ！ 」 の 数 が 多 か っ た T o p 5 を 紹 介 し ま す （ 2 0 2 4 年 1 0 月 3 1 日 現 在 ） 。

7 4 件い い ね!

4 / 1 投 稿 2 9 名 の 新 し い 仲 間 が 増 え ま し た

6 6 件い い ね!

4 / 2 4 投 稿 春 旅 行 博 多 座 観 劇 ツ ア ー

6 4 件い い ね!

1 / 1 6 投 稿 能 登 半 島 地 震 看 護 師 派 遣

6 3 件い い ね!

3 / 2 1 投 稿 認 定 看 護 師 に 2 名 合 格

6 1 件い い ね!

9/ 1 2 投 稿 野 球 の 国 際 大 会 に 国 際 審 判 員 と し て 参 加

6 1 件い い ね!

6 / 3 投 稿 春 旅 行 野 球 観 戦 ツ ア ー
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外 来 診 療 担 当 医 表 急 遽 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 当 院 の ホ ー ム ペ ー ジ

も し く は 各 診 療 科 に 配 置 し て い ま す 最 新 の 担 当 医 表 で ご 確 認 く だ さ い 。

情 報 誌 な で し こ 通 信 第 2 2 8 号 令 和 6 年 1 2 月 1 日 発 行

発 行 者 ： 済 生 会 唐 津 病 院 　 院 長 　 園 田 孝 志
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T E L （ 0 9 5 5 ）7 5 - 7 0 3 2  F A X （ 0 9 5 5 ）7 5 - 7 0 2 4連 携 室 直 通

耳 鼻 咽 喉 科

午 後

診 療
時 間 月  火  水  木  金

佐 賀 大 学

消 化 器 セ ン タ ー

午 前

診 療
時 間 月  火  水  木  金

宮 﨑 　 充 啓  樋 髙 　 秀 憲  成 瀬 　 尚 美  遠 藤 　 広 貴  松 山 　 　 歩

外 　 科

午

　 前

診 療
時 間 月  火  水  木  金  土 （ 第 1 週 ） 土 （ 第 2 週 ） 土 （ 第 3 週 ） 土 （ 第 4 週 ） 土 （ 第 5 週 ）

力 丸 　 竜 也
肝 胆 膵

稲 葉 　 大 地
新 　 患

枝 川 　 　 真
呼 吸 器

山 懸 　 基 維
肝 胆 膵

筒 井 　 信 一
乳 　 腺

松 山 　 　 歩
新 　 患

稲 葉 　 大 地
消 化 器

久 良 木 亮 一
血 　 管

宮 﨑 　 充 啓
新 　 患

山 懸 　 基 維
肝 胆 膵

筒 井 　 信 一
乳 　 腺

枝 川 　 　 真
新 　 患

久 良 木 亮 一
血 　 管

筒 井 　 信 一
乳 　 腺

力 丸 　 竜 也
新 　 患

宮 﨑 　 充 啓  稲 葉 　 大 地  力 丸 　 竜 也  枝 川 　 　 真  久 良 木 亮 一

園 田 　 孝 志

整 形 外 科

午

　 前

診 療
時 間 月  火  水  木  金 土 （ 第 1 ～ 5 週 ）

宮 本 　 和 樹
新 　 患

白 木 　 　 誠

高 島 　 怜 史

白 木 　 　 誠
新 　 患

宮 本 　 和 樹

高 島 　 怜 史
新 　 患

高 島 　 怜 史
新 　 患

白 木 　 　 誠

宮 本 　 和 樹
新 　 患

白 木 　 　 誠
白 木 ／ 高 島 ／ 宮 本

※ 土 曜 は 交 替 制 で す

午 前

脳 神 経 外 科
診 療
時 間 月  火  水  木  金 土 （ 第 1 週 ） 土 （ 第 2 週 ） 土 （ 第 3 週 ） 土 （ 第 4 週 ） 土 （ 第 5 週 ）

※ 土 曜 は 急 患 対 応 の み で す  ※ 第 5 土 曜 が あ る 月 は 、 第 4 土 曜 の 神 﨑 は 休 診 と な り ま す

勝 田 　 俊 郎

神 﨑 　 貴 充

勝 田 　 俊 郎

左 村 　 和 宏

勝 田 　 俊 郎

神 﨑 　 貴 充

勝 田 　 俊 郎

左 村 　 和 宏

勝 田 / 神 﨑  左 　 村  勝 　 田  左 村 / 神 﨑 ※ 神 　 﨑

内 　 科

午

　 前

午

　 後

診 療
時 間 月  火  水  木  金  土 （ 第 1 週 ） 土 （ 第 2 週 ） 土 （ 第 3 週 ） 土 （ 第 4 週 ） 土 （ 第 5 週 ）

遠 藤 　 広 貴
一 般 ・ 消 化 器

藤 松 　 大 輔
一 般 ・ 循 環 器

村 上 　 哲 晋
膠 原 病

冬 野 　 誠 也
腎 臓 内 科

熊 谷 　 貴 文
肝 　 臓

中 野 　 翔 太
新 　 患

徳 島 　 　 卓
循 環 器

千 布 　 　 裕
一 　 般

藤 松 　 里 美
糖 尿 病

千 布 　 　 裕
膠 原 病

内 野 　 真 純
循 環 器

中 野 　 翔 太
膠 原 病

永 田 　 　 諭
神 経 内 科

熊 谷 　 貴 文
肝 　 臓

成 瀬 　 尚 美
新 　 患

藤 松 　 大 輔
循 環 器

永 田 　 　 諭
神 経 内 科

千 布 　 　 裕
膠 原 病

徳 島 　 　 卓
循 環 器

白 濵 　 裕 梨
膠 原 病

櫻 井 　 裕 子
腎 臓 内 科

④ 上 原 　 平
て ん か ん

村 上 　 哲 晋
新 　 患

林 田 　 仁 志
神 経 内 科

白 濵 　 裕 梨
膠 原 病

① ③ 鶴 田 浩 太 呂
不 整 脈

④ 上 原 平
て ん か ん

井 本 め く み
糖 尿 病

千 布 　 　 裕
膠 原 病

内 野 　 真 純
循 環 器

村 上 　 哲 晋
膠 原 病

熊 谷 　 貴 文
肝 　 臓

長 尾 　 瑞 樹
循 環 器

井 本 め く み
一 　 般

① 柚 木 純 二
心 臓 外 科

② 伊 藤 　 学
心 臓 外 科

③ 諸 隈 宏 之
心 臓 外 科

美 奈 川 仁 美
糖 尿 病

樋 髙 　 秀 憲
消 化 器

藤 松 　 大 輔
循 環 器

中 野 　 翔 太
膠 原 病

岡 田 　 美 月
腎 臓 内 科

眞 﨑 　 勝 久
神 経 内 科

熊 谷 　 貴 文
新 　 患

② 美 奈 川 仁 美
糖 尿 病

内 野 　 真 純
循 環 器

小 松 実 樹 也

成 瀬 　 尚 美
新 　 患

長 尾 　 瑞 樹
循 環 器

熊 谷 　 貴 文
肝 　 臓

千 布 　 　 裕
一 　 般

樋 髙 　 秀 憲
消 化 器

村 上 　 哲 晋
新 　 患

内 野 　 真 純
循 環 器

徳 島 　 　 卓
循 環 器

中 野 　 翔 太
膠 原 病

成 瀬 　 尚 美
消 化 器

熊 谷 　 貴 文
肝 　 臓

千 布 　 　 裕
一 　 般

樋 髙 　 秀 憲
消 化 器

坂 口 　 恵 亮
新 　 患

長 尾 　 瑞 樹
新 　 患

羽 生 田 菜 月
新 　 患

安 田 　 　 勇
新 　 患

髙 津 　 利 幸
新 　 患

※ ① ～ ⑤ は 何 週 目 の 外 来 か を 表 し て い ま す （ 例 ① … 第 1 週 ）

中 野 　 翔 太
新 　 患

内 野 　 真 純
循 環 器

徳 島 　 　 卓
循 環 器

村 上 　 哲 晋
膠 原 病

 

村 上 　 哲 晋
新 　 患

｜ 受 付 時 間 ｜ 午 前 の 部   8 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0

｜ 午 後 の 部  1 1 ： 3 0 ～ 1 5 ： 0 0  

｜ 消 化 器 セ ン タ ー  8 ： 3 0 ～ 1 0 ： 3 0

｜ 整 形 外 科   8 ： 0 0 ～ 1 1 ： 0 0

｜ 診 療 時 間 ｜ 午 前 の 部   8 ： 3 0 ～ 1 2 ： 3 0

｜ 午 後 の 部  1 4 ： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0

｜ 休 診 日 ｜ 土 曜 午 後 ・ 日 曜 ・ 祝 日

　 1 2 月 2 9 日 ～ 1 月 3 日
  ※ 急 患 の 場 合 は こ の 限 り で は あ り ま せ ん

｜ 面 会 時 間 ｜ 1 4 ： 0 0 ～ 2 0 ： 0 0


